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1．は じめに

　鋼 竟省か ら温暖化時の適応策を検討するために、日

本域にお ける 21 世紀末の 気候変化予測デー
タが公表

された。こ のデータは、水平解像度 60  の AGCM

に格子間隔 20  の NHRCM をネス トさせ 、 全球モ

デル の条件を変化させたア ンサン ブル 実験を行 う事に

よっ て作 られた。
こ の 中か ら、 RCP8．5 とした時の SST

3種類 と対流パ ラメタリゼーシ ョ ン 3種類（ys，　AS，
KF ）を変化させた計 9 メ ン バ ー

による将来予測結果を

用い 、年最大 日降水量 の再現期間の分布確率を求める

方法につ い て検討を行っ た。

2．方法

　まず、日降水量は ア メダス 観測点にお い て Piani　et

aL （2010）の方法による補正を行っ た後、メ ンバ ー毎

に年最大 日降水量を求め る。
20 年の将来予測の結果

か ら、数十年の再現期間を求めるの は、計算された

確率降水量の ばらっ きが大きく、不安定である。 そ

こ で 、 各観測点にお い て 、 メ ン バ ー
毎に L一モ ー

メ ン

トを計算し、L−CV の 大きさで 4 と 5 の メン バー
の 2

つ の グル ープに分ける。地域舞渡 解析 （HoSldn ＆

wallis
，
1997 ）で用い られた、 非一様性を計算すると

全国で 2 点を除い て 、2っ の グループ とも
一
様陸が

確認され た 。 それぞれ の グル
ープごとに

一
般化極値

分布、
一
般化 ロ ジス テ ィ ッ ク分布、対数正規分布、

一
般イレ弋レー ト分布、ピア ソ ン 皿 型分布の 中か ら最

適な分布関数を見つ け、 そ の 分布関数か ら確率降水

量 を求める 。 次に、そ の関数にラン ダ ム に発生 させ

た非超過確率値 F を与え、その クォ ン タイル値 q（F）

を求める。 これ をメ ン バ ー
毎に 20年分のデ

ー
タを生

成することで仮想的な、年最大 日降水量を得る。こ

れを 2000回繰り返すこ とによっ て 、 メ ン バ ー
毎の 年

最大日降水量 の確率分布を得る。

3 ．結果

　図 1は 、 各メ ン バ ー
の 再現期間 20年の年最大 日降

水量 の 比較的年最大 日降水量 のばらつ きが大きい 上高

地における確率分布である。YS1 、　 KFI、1（F2、
　 KF3

は 、 比較的ばらっ きが小さく標準偏差 も 11〜14で あ

るが、YS3 は梅雨期に低気圧の 通過に伴い 日降水量

800mm とい う大きな値があっ たため、年最大 日降水

量 の分布も、標準偏差が 42 とばらつ きが大きくな っ

て い る。各メ ンバ ーの信樹 生に差をつ ける根拠がない

の で 、 全 て の メン バー
が同 じ確率で 生 じると仮定すれ

ば、再現期間 20 年の降水量の確率分布はこれらを合

わせた 、 図 2の よ うになると考えられ る。 これ を全 て

の アメダス 点で行 う事によっ て、全国の年再現期間 20

年の 年最大日降水量 の 分布を得るこ とが で きる。

図 1　上高地 にお ける 21 世紅沫 の 各メ ン バ ー
の 再現

期間 20 年の年最大 日降水量の確率分布。

図 2　上高地 に お ける 21 世紀末の 全メ ン バ ー合わ せ

た、再現期間 20年の年最大日降水量の 確率分布 。
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